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総合評価 Ｓ 

評価理由 

指標は○○だが、具体的取組で△△だったた
め、評価はＳとしました。 

指標 

指標名 
R3 年度末 

(基準) 

前々年度 

達成値 

前年度 

達成値 

R4 達成値 

(R5 に評価) 

目標

(R10) 
評価 説明 

ポンプ場等施設修繕実施率（％）    
 

 ｓ 
修繕対応施設数／ポンプ場等下水道施設

数×100 

管路調査点検実施率（％）    
 

 ａ 
調査点検の実施延長／ストックマネジメ

ント計画（短期計画）の延長×100 

具体的取組 

 取組内容 R4 実績 達成状況 前年度 

1 下水道施設の点検・調査結果等に応じた下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画を修正します。  〇 〇 

2 下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画に基づく下水道施設の修繕に取り組みます。  ◎ 〇 

3 
下水道長寿命化計画およびｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画に基づく管路長寿命化事業に取り

組みます。（汚水） 
 〇 ◎ 

4 下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画に基づく計画的な点検、調査に取り組みます。（汚水）  〇 ◎ 

5 
下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画に基づく下水道施設の計画的な改築に取り組みます。

（汚水） 
 △ 〇 

6 下水道施設の維持管理による機能維持と浸水の防除に取り組みます。  〇 〇 

7 下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画に基づくポンプ場の改築・修繕に取り組みます。（雨水）  〇 〇 

今後の方向性 

 

資料 10 



2 

 

 

 

 

 

総合評価 Ａ 

評価理由 

指標は○○だが、具体的取組で△△だったた
め、評価はＡとしました。 

指標 

指標名 
R3 年度末 

(基準) 

前々年度 

達成値 

前年度 

達成値 

R4 達成値 

(R5 に評価) 
目標(R10) 評価 説明 

ポンプ場の耐震化率（％）      ｓ 
耐震化済ポンプ場/ポンプ場（11 場）

×100 

具体的取組 

 取組内容 R4 実績 達成状況 前年度 

1 下水道総合地震計画に基づく管路の耐震化を実施します。  〇 ◎ 

2 雨水ポンプ場の耐震化を実施します。  ◎ 〇 

今後の方向性 
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総合評価 Ｓ 

評価理由 

指標は○○だが、具体的取組で△△だったた
め、評価はＳとしました。 

指標 

指標名 
R3 年度末 

(基準) 

前々年度 

達成値 

前年度 

達成値 

R4 達成値 

(R5 に評価) 
目標(R10) 評価 説明 

浸水地区の整備率（％）      ｓ 対策済地区数／R10 対策予定地区数×100 

具体的取組 

 取組内容 R4 実績 達成状況 前年度 

1 浸水対策地区の浸水対策を実施します。  ◎ 〇 

2 雨水貯留施設の確保に取り組みます。  〇 〇 

今後の方向性 
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総合評価 Ｓ 

評価理由 

指標は○○だが、具体的取組で△△だったた
め、評価はＳとしました。 

指標 

指標名 
R3 年度末 

(基準) 

前々年度 

達成値 

前年度 

達成値 

R4 達成値 

(R5 に評価) 
目標(R10) 評価 説明 

下水道処理人口普及率（％）      ｓ 処理人口／行政人口×100 

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）      ｓ 環境基準点の平均値 

具体的取組 

 取組内容 R4 実績 達成状況 前年度 

1 分流式の下水道整備を進めます。  △ △ 

今後の方向性 
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総合評価 Ｓ 

評価理由 

指標は○○だが、具体的取組で△△だったた
め、評価はＳとしました。 

指標 

指標名 
R3 年度末 

(基準) 

前々年度 

達成値 

前年度 

達成値 

R4 達成値 

(R5 に評価) 
目標(R10) 評価 説明 

水洗化率（％）      ｓ 水洗化人口/処理人口×100 

具体的取組 

 取組内容 R4 実績 達成状況 前年度 

1 水洗化の向上に取り組みます。  ◎ 〇 

今後の方向性 
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総合評価 Ｓ 

評価理由 

指標は○○だが、具体的取組で△△だったた
め、評価はＳとしました。 

指標 

指標名 
R3 年度末 

(基準) 

前々年度 

達成値 

前年度 

達成値 

R4 達成値 

(R5 に評価) 
目標(R10) 評価 説明 

下水道整備人口普及率（％）      ｓ 整備人口／行政人口×100 

具体的取組 

 取組内容 R4 実績 達成状況 前年度 

1 分流式の下水道整備を進めます。  ◎ 〇 

今後の方向性 
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総合評価 Ｓ 

評価理由 

指標は○○だが、具体的取組で△△だったた
め、評価はＳとしました。 

指標 

指標名 
R3 年度末 

(基準) 

前々年度 

達成値 

前年度 

達成値 

R4 達成値 

(R5 に評価) 
目標(R10) 評価 説明 

主要な幹線管渠の整備率（％）      ｓ 整備延長/計画延長×100 

具体的取組 

 取組内容 R4 実績 達成状況 前年度 

1 下水道計画に基づく雨水整備を進めます。  ◎ 〇 

今後の方向性 
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総合評価 Ｓ 

評価理由 

指標は○○だが、具体的取組で△△だ
ったため、評価はＳとしました。 

指標 

指標名 
R3 年度末 

(基準) 

前々年度 

達成値 

前年度 

達成値 

R4 達成値 

(R5 に評価) 
目標(R10) 評価 説明 

企業債残高対使用料収益      ｓ 
企業債残高（公的負担分除く）／下水道

使用料 

具体的取組 

 取組内容 R4 実績 達成状況 前年度 

1 企業債発行額を抑制します。  ◎ 〇 

2 国等の補助制度の活用に取り組みます。  ◎ 〇 

3 
R6 年度の総括原価の算定に向けた社会経済情勢を踏まえた収支計画の策定

準備に取り組みます。 
 ◎ 〇 

4 
下水道使用料改正の必要性についての円滑な検討に向けた調定水量や調定

金額に関する推移のモニタリングを実施します。 
 ◎ 〇 

5 
総括原価の算定を基にした下水道使用料改正についての検討に取り組みま

す。 
 ◎ 〇 

6 
汚水の新規整備については、新たな技術も検証し、事業効果を含めた慎重な

検討をしながら取り組みます。 
 ◎ 〇 

今後の方向性 
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総合評価 Ｓ 

評価理由 

指標は○○だが、具体的取組で△△だったた
め、評価はＳとしました。 

指標 

指標名 
R3 年度末 

(基準) 

前々年度 

達成値 

前年度 

達成値 

R4 達成値 

(R5 に評価) 
目標(R10) 評価 説明 

－        

具体的取組 

 取組内容 R4 実績 達成状況 前年度 

1 
戦略的かつ円滑な事業運営の推進を図るため、組織の再編を行い

ます。 
 ◎ 〇 

2 経営戦略の見直しの検討を行います。  ◎ 〇 

3 各種下水道計画の見直しを検討します。  ◎ 〇 

4 危機管理体制を強化します。  ◎ 〇 

5 適正な予算編成と執行管理を行います。  ◎ 〇 

6 下水道使用料等の債権の徴収強化を行います。  ◎ 〇 

7 保有資産の有効活用に取り組みます。  ◎ 〇 

8 
雨水ポンプ場における運転、維持管理業務の民間委託拡充に向け

た検証を行います。 
 ◎ 〇 

9 人材育成や技術継承を行い、組織力の向上を図ります。  ◎ 〇 
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10 公民連携の新たな手法に取り組みます。  ◎ 〇 

 

今後の方向性 
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総合評価 Ｓ 

評価理由 

具体的取組で△△だったため、評価はＳとし
ました。 

指標 

指標名 
R3 年度末 

(基準) 

前々年度 

達成値 

前年度 

達成値 

R4 達成値 

(R5 に評価) 
目標(R10) 評価 説明 

－        

具体的取組 

 取組内容 R4 実績 達成状況 前年度 

1 
下水道事業全般の情報発信（広報ひらかた、HP、SNS、出前

講座等）を実施します。 
 ◎ 〇 

今後の方向性 
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総合評価 Ｓ 

評価理由 

指標は○○だが、具体的取組で△△だったた
め、評価はＳとしました。 

指標 

指標名 
R3 年度末 

(基準) 

前々年度 

達成値 

前年度 

達成値 

R4 達成値 

(R5 に評価) 
目標(R10) 評価 説明 

建設副産物リサイクル率 （％）      ｓ リサイクル材料利用量／材料使用量×100 

具体的取組 

 取組内容 R4 実績 達成状況 前年度 

1 下水道事業の ICT 化に向けた検証をします。  ◎ 〇 

2 建設副産物等の再生資源として有効利用します。  ◎ 〇 

3 
施設の修繕・更新時における環境負荷低減に取り組みま

す。 
 ◎ 〇 

4 
施設及び公用車のエネルギー削減に取り組み、二酸化炭素

排出量の削減に努めます。 
 ◎ 〇 

今後の方向性 

 

 


